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上
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九
△
五
茄
加
蘇
腺
寺
干
一

八
武
里
小
学
校
そ
ば
の

乃
木
希
典
の
「
義
勇
奉
公
」
の
碑
ｖ

高
さ
三
一
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
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傍
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エ
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皆
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上
’
’
十
ｌ
士

鉄
滅
不
可
補
同
村
長
系
請

書
其
由
因
依
菱
識
急

大
正
四
匁
十
一
月

一
灘
澱
柵
雛
跡
棚
簿
…

羽
治
四
十
二
一
年
建
設
白
露

戦
役
組
念
虚
其
八
月
埼
王

脇
鴻
水
汎
濫
於
全
懸
武
里



［
上
段
］

の
ぎ
良
れ
す
け

◎
乃
木
希
典
が
、
「
義
胃
奉
公
」
の
「
エ
届
」
の
向
か
っ
て
右
側
の
字
を
あ
え
て
書
か
な
か
っ
た
真
意
は
、

私
見
で
は
あ
る
が
、
日
露
戦
争
の
旅
順
戦
で
多
く
の
犠
牲
を
払
う
と
い
う
辛
酸
を
な
め
た
た
め
、
一
‐
散
」

（
勇
）
の
「
父
」
（
ほ
こ
）
を
書
き
入
れ
な
い
で
、
武
器
の
な
い
平
和
な
国
を
願
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。
下
段
の
漢
文
は
、
「
ｚ
一
馬
‐
｜
を
一
‐
動
」
と
見
な
し
、
こ
れ
と
は
違
っ
た
解
釈
を
し
て
い
る
。

義
開
奉
公ゆ

う

ゆ
う

※
「
語
嗣
」
・
・
・
・
「
戟
」
、
「
勤
」

「
散
‐
一
、
「
勅
」

※
日
露
戦
役
・
・
・
明
治
訂
年
（
一
九
○
四
）
か
ら
明
治
銘
年
（
一
九
○
五
）
に
か
け
て
み
ら
れ
た
。

※
明
治
四
十
三
年
八
月
に
埼
玉
県
全
体
が
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
。

※
溺
水
汎
濫
・
・
・
「
洪
水
氾
濫
」
と
同
じ
。

※
擢
其
災
・
・
・
・
其
の
災
い
に
擢
（
か
か
）
る
。

※
力
・
・
・
・
．
．
「
力
」
は
、
一
‐
勅
」
（
勇
）
の
「
力
」
を
さ
す
。

※
字
・
・
・
・
・
・
こ
の
碑
面
の
字
を
さ
す
。

※
洗
糠
・
・
・
・
・
「
洗
浄
」
と
同
じ
。

※
峡
．
．
・
・
・
・
「
欠
」
（
か
け
る
）
と
同
じ
。

※
同
村
長
・
・
・
・
武
里
村
の
村
長
を
さ
す
。

※
来
請
・
・
・
・
・
「
招
請
」
の
意
味
か
。

※
由
因
・
・
・
・
・
「
理
由
と
原
因
」
の
意
味
か
。

※
識
・
・
・
・
．
．
「
し
る
す
」
の
意
味
。

※
駕
・
・
・
・
・
・
文
末
に
つ
け
て
語
調
を
整
え
る
助
詞
。
訓
読
で
は
銃
ま
な
い
。

※
篭
書
・
・
・
・
・
「
謹
ん
で
書
く
」
の
意
味
。

［
下
段
］

明
治
四
十
三
年
建
設
日
露

戦
役
紀
念
碑
其
八
月
埼
玉

螺
鴻
水
汎
濫
於
全
県
武
里

擢
其
災
碑
面
勇
傍
力
石
工

未
刻
急
流
奔
放
字
皆
洗
漉

映
滅
不
可
補
同
村
長
来
請

書
其
由
因
依
受
識
駕

へ
井
瓜
用
里
八
小
出
十
肱
Ⅸ
〃
し
剛
仙
、
り

孔
″
＋
小
至
柑
曲
失
い
し
「
美
試
蚤
男
衷
単
ハ
ム
」
ハ
リ
煎
叶
〉

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
越
谷
市
郷
土
研
究
会
加
藤
幸

大
正
四
年
十
一
月

故
伯
爵
乃
木
希
典
甥

正
六
位
勲
四
等
玉
木
正
之
謹
書

希
典
書

曜
こ

ち
か
。
っ

の
向
か
っ
て
右
側
の
字
「
父
」
、
「
力
」
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
勇
」
と
全
く
同
じ
「
勇
」
の
異
体
字
で
あ
る
。

明
治
四
十
三
年
、
日
露
戦
役
紀
念
碑
を
建
設
す
。

其
の
八
月
、
埼
玉
県
は
全
県
に
於
い
て
洪
水
氾
濫
す
。

武
里
［
村
］
は
、
其
の
災
い
に
擢
（
か
か
）
る
。

碑
面
の
「
勇
」
（
動
）
の
傍
ら
の
「
力
」
は
、
石
工
（
三
〈
）

未
だ
刻
ま
ず
。
急
流
奔
放
し
て
、
［
碑
面
の
一
宇
の
皆
、

洗
浄
し
、
欠
け
て
減
す
る
。
補
う
べ
か
ら
ず
。
同
村
長
は

［
私
、
乃
木
希
典
の
甥
を
］
来
謂
し
、
そ
の
由
因
を
書
く
。

受
（
こ
こ
）
に
依
り
て
識
（
し
る
）
す
。


